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市役所の代表電話番号は　�０４２－４６４－１３１１　です。お間違えのないようお願いします

�
�　

有
効
期
限
が
９
月　

日
ま
で
の

３０

シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
お
持
ち
の
方

で
、
引
き
続
き
ご
利
用
に
な
る
場

合
は
、
９
月
中
に
更
新
窓
口
で
新

し
い
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
発
行
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

◎　

年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
の

１７
た
め
千
円
で
取
得
さ
れ
た
方
で
、

地
方
税
法
改
正
に
よ
り　

年
度
の

１８

市
民
税
が
課
税
と
な
っ
た
方
に
つ

い
て
は
、
パ
ス
の
更
新
費
用
を
千

円
と
す
る
経
過
措
置
を
行
い
ま

す
。
必
要
書
類
等
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
更
新
ま
で
に
別
途
お

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▽
更
新
期
間　

９
月
１
日
（
金
）

〜　

日
（
金
）
※
土
・
日
曜
日
、

２９
祝
日
は
休
み
。
郵
送
さ
れ
た
更
新

申
込
書
に
、
個
別
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

▽
更
新
窓
口　

①
田
無
駅
前
ア
ス

タ
２
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト　

②
保

谷
庁
舎
２
階
（
更
新
申
込
書
に
個

別
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
）

▽
持
参
す
る
も
の　

①
シ
ル
バ
ー

パ
ス
更
新
申
込
書
（
郵
送
さ
れ
た

も
の
）
②
住
所
・
氏
名
･
生
年
月

日
が
確
認
で
き
る「
身
分
証
明
書
」

（
保
険
証
･
運
転
免
許
証
等
）
③

現
在
ご
使
用
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
④

発
行
に
必
要
な
費
用
（
更
新
申
込

書
に
記
載
）

※
①
〜
④
の
書
類
が
不
足
し
て
い

る
と
、
パ
ス
の
更
新
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
し
い
パ
ス
と

の
引
き
換
え
に
な
り
ま
す
の
で
、

旧
パ
ス
の
な
い
方
は
、
９
月
中
の

更
新
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　
�
東
京
バ
ス
協
会
シ

ル
バ
ー
パ
ス
専
用
電
話
（�
　

・
０３

５
３
０
８
・
６
９
５
０
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
※
土
・
日
曜
日
・
祝

日
を
除
く
）、東
京
都
福
祉
保
健
局

�
�
�
�

シ
ル
バ
ー
パ
ス
一
斉

シ
ル
バ
ー
パ
ス
一
斉

更
新
の
お
知
ら
せ

更
新
の
お
知
ら
せ

高
齢
社
会
対
策
部
在
宅
支
援
課
臨

時
案
内
電
話
（�
　

・
５
３
２
０

０３

・
４
１
７
７
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
※
土
･
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。

９
月　

日
（
土
）
ま
で
開
設
）

２９

◆
高
齢
者
支
援
課（
�保
 
�
内
線　

）
２３３１

�
〜
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
ゆ
っ
く
り
ス
タ
ー

ト
〜

　

い
つ
ま
で
も
学
び
た
い
、
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う
高

齢
者
の
方
々
に
、
身
近
な
場
所
で

学
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
高

齢
者
大
学
を
開
講
し
ま
す
（
全　
１０

回
）。

▽
と
き　
　

月
３
日
〜　

月
５
日

１０

１２

毎
週
火
曜
日
午
前　

時
〜　

時　

１０

１１

３０

分▽
と
こ
ろ　

老
人
憩
い
の
家
（
お

あ
し
す
）
南
町
３
〜　

〜　
１８

４０

▽
対
象　

英
会
話
を
初
め
て
学
ぶ

市
内
在
住
の
満　

歳
以
上
の
方

６０

▽
定
員　
　

人
３５

▽
講
師　

パ
ト
リ
ッ
ク
・
モ
ラ
さ
ん

※
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

▽
申
込　

往
復
は
が
き
に
、住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
９
月
７
日
（
木
）

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
〒　

－２０２

　

西
東
京
市
役
所
保
谷
庁
舎
高
齢

８５５５者
支
援
課
高
齢
者
大
学
「
英
会
話

課
程
」
担
当
へ
郵
送

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
初
め

て
の
方
を
優
先
し
抽
選
。
抽
選
結

果
は
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◆
高
齢
者
支
援
課（
�保
 
�
内
線　

）
２３３５

�　

市
で
は
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、

敬
老
と
長
寿
を
お
祝
い
し
て
敬
老

金
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
対
象

と
な
ら
れ
る
方
お
よ
び
金
額
は
、

別
表
１
の
と
お
り
で
す
。
対
象
と

高
齢
者
大
学
英
会
話

高
齢
者
大
学
英
会
話

課
程
（
入
門
）

課
程
（
入
門
）

受

講

生

募

集

受

講

生

募

集

敬

老

金

を

敬

老

金

を

お
贈
り
し
ま
す

お
贈
り
し
ま
す

１表別な
る
方
に
は
、
は
が
き
を
お
送
り

し
ま
す
。

▽
年
齢
要
件
の
基
準
日　

平
成　
１８

年
９
月　

日
１５

▽
お
届
け
に
つ
い
て　

各
地
区
の

民
生
委
員
ま
た
は
市
職
員
が
９
月

６
日
（
水
）
〜　

日
（
金
）
に
直

１５

接
ご
自
宅
に
お
届
け
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
支
援
課（
�保
 
�
内
線　

）
２３３１

�
�　

水
道
管
の
水
漏
れ
を
発
見
す
る

た
め
、
市
が
委
託
し
た
専
門
会
社

に
お
い
て
、
道
路
か
ら
家
庭
の
メ

ー
タ
ま
で
の
漏
水
調
査
を
実
施
し

ま
す
。調
査
区
域
に
あ
た
る
方
は
、

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

調
査
員
は
、
市
発
行
の
「
身
分

証
明
書
」
お
よ
び
「
腕
章
」
を
携

帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▽
調
査
区
域　

田
無
町
四
〜
七
丁

目
、
芝
久
保
町
二
〜
五
丁
目
、
向

台
町
一
〜
五
丁
目
、
新
町
一
〜
六

丁
目
の
各
一
部

▽
調
査
期
間　

９
月
中
旬
〜　

月
１０

下
旬

◆
工
務
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２５３２

�

�

�

漏

水

調

査

の

漏

水

調

査

の

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

金額対　象　年　齢

１万円昭和３年９月１７日～昭和４年９
月１６日に生まれた方７７歳の方

１万円大正６年９月１７日～大正７年９
月１６日に生まれた方８８歳の方

５万円明治３８年９月１７日～明治３９年９
月１６日に生まれた方１００歳の方

総
合
防
災
訓
練

　

市
で
は
、
左
記
に
よ
り
、
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
と
き　

９
月
３
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

東
伏
見
小
学
校

◆
防
災
課
（
�保
 
�
内
線　

）
2232

下
校
時
安
全
放
送
を
子

ど
も
の
声
で
放
送
！

　

９
月
１
日
か
ら
の
放
送
が
変

更
に
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
放
送
日　

毎
週
月
・
水
・
金

午
後
１
時　

分
か
ら
（
１
回
の

３０

み
放
送
）

▽
放
送
内
容　
「
西
東
京
市
か

ら
の
お
願
い
で
す
。
ま
も
な
く

私
た
ち
小
学
生
が
下
校
す
る
時

間
に
な
り
ま
す
。
気
を
つ
け
て

下
校
し
ま
す
の
で
、
地
域
の
み

な
さ
ま
、
わ
た
し
た
ち
の
安
全

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。」

◆
教
育
庶
務
課（
�保
 
�
内
線　

）
２６１１

◆
生
活
文
化
課（
�田
 
�
内
線　

）
１４１２

◆
防
災
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２２３１

�
�　

　

月　

日
執
行
の
西
東
京
市
議

１２

２４

会
議
員
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し

て
い
る
方
を
対
象
に
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
立
候
補
を
予
定
し
て

い
る
方
は
、出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　
　

月　

日
（
水
）
午
後

１０

１１

２
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　

保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー

ル▽
内
容　

立
候
補
届
け
出
の
手
続

き
、
選
挙
運
動
、
選
挙
公
報
等
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
当
日
は
、

会
場
で
、
立
候
補
届
け
出
関
係
の

用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
�保
 

�
内
線　

）
２８１１

�   
フ
ラ
サ
ー
ク
ル　

パ
ー
レ
フ
ア

様
（
鏡
１
台
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
管
財
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１２１１

�
■
社
会
教
育
委
員
の
会
議
（
社
会

教
育
課
・
内
線　

）
…
９
月　

日

２７１１

１４

（
木
）
午
後
２
時
・
保
谷
庁
舎
・

社
会
教
育
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
・
５
人　

■
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
等
運
営
委
員
会
（
高
齢
者
支

援
課
・
内
線　

）…
９
月　

日（
水
）

２３２１

２７

午
後
７
時
・
田
無
庁
舎
・
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
選
考
内

容
の
報
告
等
・
５
人

��
▽
内
容　

市
の
農
業
振
興
に
関
す

る
諸
課
題
に
つ
い
て
提
言

�

�

�

西
東
京
市
議
会

西
東
京
市
議
会

議
員
選
挙
立
候
補

議
員
選
挙
立
候
補

予
定
者
説
明
会

予
定
者
説
明
会

寄

附

寄

附

審
議
会
等
開
催
情
報

審
議
会
等
開
催
情
報

募募

集集

農
業
振
興
計
画

農
業
振
興
計
画

推
進
委
員
募
集

推
進
委
員
募
集

▽
会
議　

年
間
３
回
を
予
定
、
平

日
昼
間
開
催

▽
募
集
人
数　

３
人

▽
選
考　

作
文
選
考
。「
都
市
農
業

に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
を　

字
程

４００

度
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
生
年
月
日
・
性
別
・
職

業
を
明
記
の
う
え
、
９
月　

日
１５

（
金
）（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
〒

　

―　

西
東
京
市
役
所
田
無
庁
舎

１８８

８６６６

産
業
振
興
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

▽
報
酬　

１
回
２
千
円

▽
任
期　

９
月　

日
〜
平
成　

年

２９

２０

９
月　

日
２８

◆
産
業
振
興
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１４４２

【基本計画概要】
１　施設づくりの基本理念
�西東京市市民が学び知る権利を保障する生涯学習の拠点施設として、市民の創造的学
習に必要なサービスが提供される施設づくりを実現する。
�楽しく安心して生活ができる地域の核となる施設づくりを実現する。
�地域に整備される公共施設としての特質を活かして、誰もが気軽に利用でき、役に立
つ施設づくりを実現する。

２　公民館・図書館が提供する施設とサービス
�市民交流の場　　�市民活動の支援　　�併設と駅前の特質
�誰もが快適に利用できる施設の推進
３　施設づくりのコンセプト
　誰もが便利で快適に利用できる施設づくりを実現するために、以下のとおり施設づく
りのコンセプトを定める。
�簡単・明瞭な動線を実現する。　　　　�安全で快適な施設環境を実現する。
�立ち寄りやすい施設環境を実現する。
�車椅子やベビーカーが自由に動ける施設環境を実現する。
�老人、子供連れ、ハンディキャップをもつ人など誰もが安心して使える施設環境を実
現する。　
�死角がなく夜間も利用しやすい施設環境を実現する。
�明るく開放的な施設環境を実現する。

４    共有部分の基本機能と施設づくり
�市民が交流し、くつろげる広場としてのロビー　�公益施設を統括する総合事務室
�公共施設予約端末機の設置　　　　　　　　　　�住民票等自動交付機の設置
５　公民館の基本機能と施設づくり
［基本機能］　「地域づくりの拠点」となる運営をめざす。
６　図書館の基本機能と施設づくり
［基本機能］　保谷駅に直結する立地条件を活かした多様なサービスを提供する。
７　施設づくりの要件と留意事項
［全体構成］　施設の効率的な複合化を実現するために、４階に図書館機能、５階に公民館

機能を主に配置し、全体の総合受付及び管理機能を４階に集約して設ける。
［４階］公民館機能
�ロビー：施設の顔として印象的な空間デザインを行う。各機能とのつながりを考慮
し、レイアウトする
�避難動線：双方向避難が容易に行えるように計画する。

［５階］図書館機能
　�ロビー：開放的な空間とする。
�テラス：来館者に憩いとくつろぎの場を提供できるスペースとしての活用に向 けて
検討していく。

　�避難動線の確保：双方向避難が容易に行えるように計画する。
　�その他：柔軟な対応ができるよう、施設整備を工夫する。

　平成１７年度の施設整備懇談会提言を受け、市民の方々からのご意見、ご要望を踏まえ検討してきましたが、このたび施設整備の基本計画がまとまりました。
　その概要をお知らせするとともに、パブリックコメント（市民意見提出手続き制度）を実施します。その後、実施設計を作成する予定です。
▽対象　市内在住・在勤・在学の方および市内に事業所等を有する法人その他の団体

▽意見の提出方法・提出先　住所・氏名・案件名「（仮称）保谷駅前公民館・図書館」を必ず明記し、９月１日（金）～２１日（木）（必着）までに、〒１８８－
　００１２　南町５～６～１１中央図書館へ郵送または直接、ファクス（�４６３－９１５０）、電子メール（市のホームページから）
▽基本計画の閲覧　基本計画は、両庁舎１階情報公開コーナー、市ホームページでご覧になれます。
▽検討結果の公表　１１月上旬（予定）
　次のような基本理念に基づき基本計画は策定されています。
・西東京市市民が学び知る権利を保障する生涯学習の拠点施設・楽しく安心して生活ができる地域の核となる施設・誰もが気軽に利用でき役に立つ施設
　これらの実現に向け、「施設とサービス」「コンセプト」「共有部分」「公民館」「図書館」「留意事項」として基本計画はまとめられています。
　基本計画の概要は下記のとおりです。　
　◆中央図書館（�４６５・０８２３）、◆保谷公民館（�４６４・８２１１）

（仮称）保谷駅前公民館・図書館の施設整備について ご意見を お寄せください


